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The 106th regular meeting of Hokuriku 




























り早期胃がん (ESD適応外病変 ) の縮小手術への発展が
期待されました．
　ランチョンセミナーでは石川県立中央病院消化器内科
の土山寿志先生に「抗血栓薬使用症例に対する内視鏡治
療の現状」について講演いただきました．社会全体の高
齢化に伴い，抗血栓薬を使用している患者さんは増加傾
向にあり，抗血栓薬を休薬しなかったことによる消化管
出血の危険性および抗血栓薬を休薬したことによる血栓
塞栓症誘発の危険性の両面に留意する必要があり，今後
の前向き試験の結果に注目が必要とのことでした．
　教育講演として「若手消化器内視鏡医育成における教
育システム」と題し，石川県立中央病院消化器内科の竹
村健一先生にご講演いただきました．上部消化管内視鏡
検査を始めるにあたって，ご自身の教わった側の経験を
踏まえ指導者として注意すべき点を教えていただきま
した．また，e-ラーニングを取り入れることによって，
より理解が深まることも教えていただきました．今回は
時間の都合で下部消化管内視鏡検査についてはご講演い
ただけませんでしたが，是非講演の機会を作っていただ
きたいものです．
　最後になりますが，本学術集会開催・運営に多大なご
協力・ご協賛いただきした企業・団体各位ならびに金沢
大学十全医学会，金沢大学第二外科同門会の皆様方には
金沢大学 消化器・腫瘍・再生外科のスタッフと共に，心
より熱くお礼申し上げます．
